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 第 1 章においては，カプセル化技術に関する概論，カゼインナトリウムの特性，
カゼインナトリウムを利用したカプセル化技術，小角 X 線散乱測定（本論文にお
ける主要な分析手法）に関する先行研究をまとめている． 




調べている．pH を 5.5 に調整して得たクラスターは，凝集度は高いものの乾燥




 第 3 章ではカゼインナトリウム溶液の pH を調整して得たカゼイン凝集クラス
ターを，液中においてエージングさせ，そこから作製した噴霧乾燥試料の評価を




論を，小角 X 線散乱測定を用いた詳細なナノ，マイクロ構造分析から得ている．  
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